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表紙の言葉

アオバト
名張市   田中 豊成

　何といっても、緑色の体が魅力的だと思いま
す。また、肩辺りの赤紫色が有る無しで､ 雄と
雌がはっきりと分かります。山道を歩いている
と、アオーアオーの声が遠くから鳴くので姿は
見えずとも、その存在が分かります。伊賀地方
では、冬季上野城公園で毎年 30 羽ほど越冬を
していましたが、10 年程前から落ち葉や枯草
の整理で園内はすっきりとしましたが、アオバ
トやトラツグミなどがいなくなり残念です。
   5 月位の山では、山桜のサクランボを集団で
食べるのを見ることがありますね。きっと、色
んな果実が好みなのでしょう。青山高原で、夏
に 2 羽が飛んでいるのを見たことがあります、
恐らく、繁殖をしていると思います。割合に近
くにいるけど、なかなか姿が見られないが好き
な鳥の一つです。

宮川河口のコクガン観察記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊勢市　中西 章

1. はじめに
   皆さんご存じのように、三重県中南勢地域で越冬
するコクガンは日本ではほぼ南限域であり、近年で
はここ宮川河口（大湊側）で毎シーズン 10 羽前後
越冬します。今回は宮川河口で越冬するコクガンに
スポットを当て、11 月下旬から 4 月中旬まで主に
早朝時だけですが、ほとんど毎日観察に行きました
ので、その生態を紹介したいと思います。
　コクガンと言えば、2017 ～ 18 年（冬）までは
雲出川河口～五主海岸で越冬していました。とこ
ろが、2018 年 12 月からは、なぜか宮川河口に移
動し、それ以来毎年宮川河口で越冬するようになり
ました。以降私が担当するガンカモ調査時の数とし
て、2019 年 1 月が 12 羽、2020 年が 5 羽、2021
年が 8 羽、2022 年が 14 羽、2023 年が 8 羽と 10
羽前後で推移しています。私が確認した宮川河口で
の最大数は 2022 年 1 月 3 日の 24 羽です。

2. 今シーズンのコクガン
   さて今シーズン（2023 年秋から 2024 年春まで）
は津市の今井光昌さんの情報によれば、2023 年
11 月 4 日雲出川河口に早々 1 羽が飛来し、12 月
9 日までは 3 羽であったが、12 月 10 日には 6 羽、
12 日には 8 羽、16 日には 12 羽と順調に数を増や
し、このまま今シーズンは雲出川河口に定着するの
かと思っていました。その頃、宮川河口は例年より、
カモも少なく、コクガンの好物であるアオサやアマ
モも少ないようなので、今シーズンはもうこちらに
は来ないだろうと思っていたわけです。
　ところが 12 月 16 日に 1 羽飛来したのを皮切り
に、20 日は 6 羽、22 日は 9 羽に増え、26 日には
13 羽となり、ちょうど同じ頃、今井さんの情報に
よれば、雲出川河口では姿を見せなくなったので、
宮川河口のほうに移動してきたと思われます。その
後は宮川河口に毎日飛来するようになり、やはり今
シーズンも宮川河口で最大 14 羽が越冬することに
なりました。
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3．コクガンの飛来
   コクガンの宮川河口で
の様子を紹介しますと、
夜中は湾内の海上でネ
グラをとっているよう
で、日の出前後に、東方
面の二見沖（大湊から見
ると答志島方向）のほう
から、一直線の低空飛行
で飛来し、河口先端部に
着水します。コクガンは
当初雲出川河口にいた
こともあり、飛来は北方
面（明和・松阪沖）から
来るものと思っていましたので意外でした。ネ
グラ立ちは日の出前の明るさに反応している
のか、まだ暗い 1 月上旬は午前 7 時頃、明る
くなる 3 月上旬になると、午前 6 時頃に河口
に飛来してきます。14 羽がまとまって飛来す
ることはほとんどなく、だいたい 2 羽～ 4 羽
のグループ（家族単位？）が、その日によって
の組み合わせで 7 羽だったり、10 羽だったり、
日々飛来する数は異なります。今シーズンは明
らかな幼鳥や若鳥はいなくて、白い首輪がはっ
きりしている成鳥ばかりなので、家族単位のグ
ループかどうか判断がつきませんでした。

 4．コクガンの 1 日
  その日の主な行動パターンですが、河口に飛
来すると、海上にいるのも束の間で、砂州に上
陸して、まずは毛繕いします。毛繕いはかな

り入念に 30 分以上時間をかけ、さ
らに汽水域での水浴びを好むのか、
浜辺で水浴びを頻繁にします。毛繕
いなどが一段落すると、砂州に打ち
あがっている海藻を食べたり、海に
戻って海藻を食べたりしますが、こ
うした一連の行動はすべてグループ
単位で動き、グループ間で牽制し
あったりもします。しばらくはこの
ような行動を繰り返しますが、1 日
中河口周辺に滞在することは少な
く、2 ～ 3 時間で外洋へ飛んでいく
こともしばしばです。午後には戻っ
てくることもあり、ネグラへ帰ると
いうより、おそらく近郊の海域にい

図 2　朝焼けとコクガン（日の出と同時にやってくる）

　図 3　水浴びしているコクガン

図 1　　13 羽のコクガンが東方沖から飛来する。
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図 4　飛んでいるときは口を開けて舌を出していることがある

図 5　好物のアオサを食べている

図 6　助走をつけて飛び出していく

るか思います。ただ特に穏やかな日に
は、砂州の砂場に座ったり、嘴を羽に入
れて片足で寝ていたり、砂州の上でゆっ
たり過ごす時間が多いので、この様子を
見ると、おそらく宮川河口で越冬する理
由の一つに安全な砂州があるというこ
とが考えられます。。
   朝は風雨の強い悪天候でも一定の時
間に必ず何羽か飛来するので、規則性は
あると言えます。ではネグラに帰る時間
に規則性があるかというと、日によって
ランダムで、これは最後までわかりませ
んでした。ただ言えることは日没近くま
でいても、河口付近では絶対ネグラをと
らず、必ず沖のほうに移動するというこ
とは確認しています。比較的天候が安定
している満潮時のパターンとしては、だ

いたい午後 2 時から 4 時くらいの間に帰路に
つきます。そして飛来時と同じく、グループ単
位で東方向へと一直線の低空飛行で飛び去っ
ていきます。

5．コクガンの北帰行
   3 月に入ると北帰行が始まったのか 14 羽い
たコクガンは 10 羽となり、そのグループ構成
が 4 羽、3 羽、2 羽、単独の 1 羽ということが
判明しました。この単位での組み合わせで飛来
したり、飛び去ったりします。昨シーズンの宮
川河口のコクガンは 2022 年 11 月 27 日に 2
羽初認、越冬最大 9 羽で、終認が 2023 年 3 月
12 日の 2 羽だったので、3 月 10 日を過ぎる
ころには、そろそろお別れかなと思いつつ、3
月中旬を過ぎても毎日やってくるコクガンに



- 5 - しろちどり 121 号 (2024)

図 7  東方沖のネグラへと帰っていく

図 9  コクガンとホウロクシギ

今シーズンは滞在の最長記録になる
かもと期待しました。よほど三重の
海がお気に入りなのか、4 月に入って
カモが少なくなってきても、なお 8 羽
が滞在し、結局 4 月 10 日に 5 羽とな
り、14 日の早朝に 2 羽を確認したの
が最後となりました。今シーズンは
雲出川河口での初認から、宮川河口
での終認まで 5 か月以上、三重県中
南勢 地 域 に 滞 在 し た こ と に な り
ま す。もちろん私の知る限り、越冬
の最長記録になるかと思います。

図 8　毛繕いは入念に、1時間くらいしていることも

6．おわりに
  毎シーズン、数こそ少ないですが、
三重県中南勢地域でコクガンが見ら
れるのは本当に貴重です。できれば
もっと数多くのコクガンが越冬し、今
後もずっと続いてほしいと願ってい
ます。
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鳥の換羽（連載第 3 回）繁殖前換羽と夏羽
津市　平井 正志

はじめに
　鳥の羽の各部の名称および換羽のサイクルにつ
いては、しろちどり 119 号を参照されたい。スズメ
目の鳥では鮮やかな夏羽を持つものもいる。キビタ
キ、オオルリ、ノビタキ。また、ホオジロ類、アト
リ類のいくつかの種も夏羽が知られている。まず、
ヒタキ類のキビタキ、オオルリについて見てみよう。

キビタキ
   キビタキのオスであるが、図 19 では内側の大雨
覆（GC）は漆黒であり、外側の 4 枚は色が薄く、そ
の上先端に薄茶色の縁取りがある。また、風切、初

列雨覆も黒色が薄い。この個体では換羽
している尾羽と翼との色の違いも明ら
かである（図 20）。色の薄い羽は幼羽で
あり、この個体は昨年の夏に生まれ、第
1 回夏羽 (1S) の個体と推定できる。第
1 回冬羽 (1W) から 1S への換羽、すな
わち繁殖前換羽は部分換羽であり、体
羽、雨覆、三列風切、尾羽などの一部が
換羽する。換羽する範囲には個体差があ
るようである。図 19、20 の個体は尾羽
と GC 内側の一部が換羽しており、さら

に左側三列風切中央が換羽している。右側の三列風
切は換羽していない。
　一方、図 21、22 の個体は翼全体がほぼ均一な黒
であり、GC に幼羽が残っていない。おそらく、第
2 回夏羽以上の個体であろう。キビタキも繁殖後換
羽では全換羽するので、第 2 回夏羽以降は区別でき
ない。したがって、成鳥夏羽 (AS) とされる。この新
羽と幼羽の色の差はかなりはっきりしているので、図 19  キビタキ　オス (1S) 2013/5/14 　青山高原

図 20  キビタキ　オス 1S  2013/5/14-
　　青山高原　図 19 と同一個体

図 21 キビタキ　オス　AS  2012/5/20　青山高原
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野外で撮影した場合も区別できる場合が
あろう。ぜひ、トライしてみてほしい。

図 22 キビタキ　オス　AS  2012/5/20　
青山高原　図 21 と同一個体

図 23 オオルリ　オス　1S   2001/4/28
青山高原　矢印はGCの幼羽

図 24　オオルリ　オス 1S　 2001/4/28 青山高原-
　　　図23と同一個体 右側の矢印は幼羽、左側は換羽済み

図 25  オオルリ　オス　AS  2001/4/28　青山高原

オオルリ
　図 23 の個体はよく見られるオオルリのオスの夏
羽であるが、よく見ると GC の外側 2 枚は内側の
GC より色が薄く先端に淡色の部分がある幼羽であ
る（図 23, 24）。内側の GC と中雨覆や小雨覆は青
色が深く、換羽済みである。また風切、初列雨覆も

色がやや薄く、これらは幼羽であり、この
個体は前年に生まれた第 1 回夏羽と判断
できる。オオルリの繁殖前換羽、すなわち
1W から 1S への換羽は体羽と小雨覆，中
雨覆、および大雨覆と三列風切の一部だけ
を換羽する部分換羽である。一方、図 25
の個体は体羽および翼全体に均一で深い
青色であり、第 2 回夏羽以上の個体で、成
鳥夏羽 (AS) とされる。
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図 26　オオルリ　メス　1S　2014/5/4 青山高原　
GCの外側の数枚は幼羽である

図 27　オオルリ　メス　1S　2014/5/4 青山高原
図 26 と同一個体

   なお、この 1S と AS の違いはメスでも確認す
ることが可能である。図 26、27 の個体は、大
雨覆（GC）の内側 3 枚だけが換羽済みで、外
側の GC は幼羽であり、羽の先端に淡色の部分
があり、1S と判断される。

　しかし、野外でオオルリを間近で撮影した
り、観察できる場合は限られており、この区別
を野外の撮影などで識別できるのは稀かもし
れない。

ノビタキ
　長野県の高原地帯などで見られるノビタキ
のオスの夏羽では頭部は黒く、胸は鮮やかなオ
レンジ色である（図 28）。これは冬羽の羽縁が
擦り切れた結果であり、古い羽が脱落し、新羽
に生え変わる換羽ではない。ノビタキに繁殖前
換羽はない（Ginn and Melville (1983))。ノビ
タキでは繁殖後に翼を含む全身が換羽し、冬羽
となって、越冬地で旅立つ（図 29）。秋に三重
で見られるノビタキはみなこの冬羽である。

図 28　ノビタキ　オス AS　北海道音更町
2023/7/8 今野 怜氏撮影

図 29 ノビタキ オス AW　北海道音更町 　
2021/9/15 今野 怜氏撮影
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ホオジロ科・アトリ科
　オオジュリンのオスでは夏羽で頭巾を被ったよ
うないでたちになるが、これは冬羽の頭羽の羽縁
が擦り切れて黒くなった結果であり、換羽ではな
い。同様にカシラダカ、コジュリンのオスの夏羽で
も頭羽が擦り切れて、全体あるいは一部の羽が黒
くなる。ホオジロ科の鳥は繁殖前に頭羽のごく一
部が換羽するとされているが、詳細は不明であり、
大きな変化はこの羽の擦り切れによるみかけの変
化である。また、ホオジロ科の場合いずれも繁殖前
に尾羽は換羽しないので、尾羽に幼羽があれば第 1
回夏羽と判断できる。また、アトリ科のアトリのオ
スは夏羽で頭から背にかけて真っ黒になるが、これ
も冬羽の羽縁が摩耗して変化するものであり、換羽
とは言えない。
   シギ・チドリ類では繁殖前に体羽などが換羽する
種が多く、夏羽で体羽に鮮やかなオレンジ色が混じ
る。しかし、スズメ目の鳥では繁殖前の換羽はごく
一部に限られているようである。

謝辞
　北海道帯広市在住の山階鳥類研究所協力鳥類標
識調査員　今野怜氏には原稿を校閲していただき、
写真を提供していただいた。ここにお礼を申し上
げる。

図 30 　オオジュリン　オス AS　 2022/3/10 
津市　安濃川中流
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事務局だより
　活動の記録　（2024 年 2 月～ 3 月まで）
　2 月	 会報誌「しろちどり第 120 号」編集作業・入稿作業
　	 環境省へ「風力発電事業におけるクマタカ・チュウヒに関する環境影響評価の
　	 基本的考え方 ( 案 )」に関する意見を提出
　3 月	 決算作業（会計）
　3/  1 ～ 15	 委託 カワウねぐらコロニー調査
　3/11	 会報誌「しろちどり第 120 号」発行・発送作業
　3/24	 第 4 回理事会（津市）
　3/23 ～ 25	 第 4 回 国際サシバサミット ( フィリピン ) に参加・発表

　事務局　交代のお知らせ
　4 月より事務局担当が西村から笹間に交代しました。皆様の温かいご支援により、長年 事務局
を担当させていただきました。ありがとうございました。今後も引き続きご理解・ご協力のほど
よろしくお願いいたします。

　事務局への連絡
　tel 090-1566-6010  （笹間）  
　https://miebird.org/　（HP の「総合的なお問い合わせ」からご意見・ご連絡可能）
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三重で観察できるムシクイ類の識別とキマユムシクイの同定
四日市市　（野鳥記録委員）　三曽田 明

　しろちどり 120 号の野鳥記録にはキマユムシク
イという稀な鳥の記録を載せています。ここでは観
察機会が多いムシクイの外見での見分け方につい
て解説して、キマユムシクイの同定のプロセスを示
すことにします。

　三重県で観察されているムシクイの仲間には、オ
オムシクイ、メボソムシクイ、エゾムシクイ、セン
ダイムシクイがいます。囀りはそれぞれ異なります
が外見は酷似しており、オオムシクイ、メボソムシ
クイは野外での識別は不可能です。ですのでオオム
シクイとメボソムシクイは、まとめてメボソムシク
イ上種と称して取り扱います ( しろちどり 111 号 

「三重県におけるオオムシクイ」を参照 )。
　ムシクイ科は英語で Leaf Warblers、ウグイス科
は Bush Warblers で両者は外見も生態もよく似て
います。Warbler は「鳴鳥」、「囀る鳥」と訳されるよ
うに、繁殖期にはとてもよく囀ります。ムシクイ科
もウグイス科もどちらも茂みの中を移動するため、
なかなか姿を見せないところは同様ですが、Leaf と
Bush と違いがあるように、ムシクイ科は茂った枝
葉の中で採餌し、ウグイス科は茂った下草の中で採
餌するという生態の違いがあります。そのため、ム
シクイ科の方がウグイス科よりも緑色に近い体色
をしています。
　よってウグイスに似ていて、だいたいは茂った枝
葉の中にいる鳥で、ウグイスよりも緑色味が強い
鳥であれば、ムシクイ科の鳥ということができま
す。あとウグイスよりも尾が短いという特徴もあ

翼帯がある

B:翼帯が2本の
ムシクイを検討

下嘴の色は
一様に黄橙色

Yes

No

下嘴の色は
橙色っぽくて前半に暗

色斑あり

Yes

No

頭中線があればより確実

C:翼帯が１～２本の
他のムシクイを検討

頭部が灰色で、肩と色
が違って見える

No

Yes

A:翼帯がない
ムシクイを検討

No

Yes

明瞭な翼帯が2本

ウグイスに似た
緑色味がある鳥

Yes

ムシクイの仲間
でない

No

Yes

No

図 1　ムシクイ識別チャート

種 囀り 三重県付近の
平野で観察できる時期 下嘴の色 他の特徴

メボソムシクイ上種

オオムシクイ シジロシジロ
5 月中旬～ 6 月上旬、9 月下旬
～ 11 月上旬 橙黄色で前半

に暗色斑

地鳴きはジッ、ジジッとウグイス
のように鳴く ( 音は小さい )

メボソムシクイ ジュリジュリ
4 月下旬～ 5 月上旬、9 月中旬
～ 10 月下旬

地鳴きはヴィッ、ヴィッヴィッ等

エゾムシクイ ヒッツッキー
4 月中旬～ 6 月上旬、8 月下旬
～ 10 月中旬

肉橙色で前半
に暗色斑

頭部は灰色味が強く、背のオリー
ブ緑色と異なって見える

センダイムシクイ チヨチヨビー
4 月上旬～ 7 月中旬、8 月下旬
～ 10 月下旬

一様に橙黄色 汚白色の頭央線がある

キマユムシクイ
チチィー
チィーチィー

4 月下旬～ 5 月下旬、9 月下旬
から 10 月下旬、一部は越冬

橙黄色で前半
に暗色斑

翼帯は 2 本で明瞭、眉斑は淡い黄
色、大雨覆は黒っぽく見える、頭
央線はあるが細くて不明瞭

表 1　ここで取り上げたムシクイの識別ポイント
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  同定とは
　生物学における同定とは、生物個体を既存の
分類体系に位置付け、その種名を明らかにする
作業です。これはある対象が「何であるか」を
突き止める行為を指します。
　同定のプロセスは、生物の形態や生態的性質、
生理的特徴などを観察し、それらを既知の情報
と比較して、所属する分類群を特定することか
ら始まります。例えば、図鑑などを使用して、観
察された生物の特徴と既存の種とを照合するこ
とで、その生物の種名を決定します。近年では、
DNA バーコーディングのような分子技術を利用
して、DNA の塩基配列から種を同定する方法も
広く用いられています。
( この文章は、Microsoft Edge の AI で下書作成
したものを編集したものです )

写真 1　センダイムシクイ 2016/04/16　菰野町 写真 2 メボソムシクイ上種　2023/11/05 菰野町
( 観察時期などから、おそらくオオムシクイ )

写真 3　エゾムシクイ　2006/09/03
　青山高原 ( 写真提供：平井 正志 )

ります ( 極端に尾が短いウグイス科のヤブサメは例
外 )。
　ムシクイ科の鳥であることが分かれば、次はメボ
ソムシクイ上種、エゾムシクイ、センダイムシクイ
のいずれかを見分けます。そのためにチャートを
作ってみました ( 図 1)。これと、さらにそれぞれの
特徴を記載した ( 表 1) を合わせて見れば識別でき
るようになるのではないでしょうか。ぜひ、試し
てみてください。

キマユムシクイの同定
　さて、しろちどり 120 号野鳥記録のキマユムシ
クイ ( 写真 4) ですが、図 1 のチャートで辿ってみ
ると、「B：翼帯が 2 本のムシクイを検討」になりま
す。ということでここから同定してみます。
　「翼帯が 2 本で観察が 2 月」、まずこの条件に合致
するムシクイをピックアップして表にします。

種名 翼帯が 2 本 冬にもいる
キマユムシクイ ○ ○
カラフトムシクイ ○ ○
アムールムシクイ
( ウスリームシクイ )

○

キタヤナギムシクイ ○

　この表から、キマユムシクイとカラフトムシクイ
が候補になります。ちなみに「冬にもいる」という
のは、日本鳥類目録改訂第 7 版では本州での越冬の
記載がなく、これは、「フィールド図鑑日本の野鳥
第 2 版」を参考にしています。また、eBird で本州
に限った冬季の記録を調べると、キマユムシクイで
神戸、広島、大阪で 1 件ずつあります ( 鹿児島では
10 件程 )、カラフトムシクイは冬季の記録がありま
せんでした ( まだ情報がないというだけだろう )。
　次は、キマユムシクイかカラフトムシクイかを識
別します。キマユムシクイの特徴は表 1 に記載した
通りで、伊勢市で観察されたムシクイの写真はほぼ
合致します。唯一眉斑の色だけは微妙なのですが、
これは同種の写真をたくさん調べた結果、必ずしも
黄色味があるとは言えないので、除外します。一方、
カラフトムシクイは明瞭な頭央線があり、下嘴の色
はぼ黒。これは伊勢市で観察されたムシクイの写真
とは合致しません。
　したがって、2024/02/03　伊勢市で中西まほさ
んが撮影したムシクイは「キマユムシクイ」と同定し
ます。

参考文献
大西敏一 (2011) ムシクイマスターへの道 . Birder 25(03)
梅垣佑介 (2023) ステップアップ式ムシクイ識別の教科書 . 
Birder 37(06)
水野高英・叶内拓哉 (2017) フィールド図鑑 日本の野鳥 第
2 版 . 文一総合出版社 , 東京
日本鳥学会 ( 編 )(2012) 日本鳥類目録改訂第 7 版 . 日本鳥学
会 , 三田
eBird[https://ebird.org/]( 閲覧 2024/4/29)

写真 4　キマユムシクイ　2024/02/03　伊勢市 ( 写真提供：中西まほ )
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野鳥記録（2024 年 2 月 11 日から 2024 年 4 月 20 日までに報告があったもの）

鳥の種類名 個体
数 観察日 観察場所 雄 / 雌 / など

の区別
記録報告者

氏名
脚
注

アオシギ 1 2024/02/02 名張市 西村 四郎 1
トラツグミ 1 2024/02/12 熊野市　寺谷公園 沢本 浩志 2
キレンジャク 3 2024/02/14 四日市市　近鉄川島駅東 岡﨑 かおり 3
ヒレンジャク 130 2024/02/17 四日市市　近鉄川島駅北口そば 岡﨑 かおり 4
ハヤブサ 1 2024/02/20 四日市市川島町 岡﨑 かおり 5
コホウアカ 1 2024/03/09 御浜町志原 星野 綾子 6
コチドリ 7 2024/03/10 御浜町下市木 沢本 浩志 7
オオアカゲラ 1 2024/03/17 津市　青山高原保健休養地 雌 渡邉 文孝 8
ウズラ 3 2024/03/25 志摩市磯部町 濱屋 勝則 9
ヤブサメ 1 2024/03/31 四日市市　垂坂公園 今西 純一 10
シマアジ 2 2024/03/31 松阪市　金剛川河口 雄と雌のペア 中西 航太郎 11
タヒバリ 1 2024/04/09 御浜町志原 沢本 浩志 12
ケリ 5 2024/04/12 紀宝町大里 雛 3 沢本 浩志 13
ノビタキ 1 2024/04/12 紀宝町大里 沢本 浩志 14
エゾムシクイ 1 2024/04/14 四日市市　垂坂公園 雄 今西 純一 15
コサメビタキ 1 2024/04/14 四日市市　垂坂公園 今西 純一 16
サンショウクイ 1 2024/04/14 四日市市　垂坂公園 今西 純一 17
オオルリ 1 2024/04/14 四日市市大矢知町 今西 純一 18
センダイムシクイ 3 2024/04/15 四日市市　垂坂公園 雄 今西 純一 19
キビタキ 1 2024/04/15 四日市市　垂坂公園 雄 今西 純一 20
ビンズイ 1 2024/04/15 四日市市　垂坂公園 今西 純一 21
アカハラ 1 2024/04/15 四日市市　垂坂公園 雄 今西 純一 22

脚注
  1. ヒレがないけど、上手に泳いでいた。
  2. 公園の薄暗い場所で餌を探していた。
  3. ヒレンジャクの群れに混ざって行動していた。２枚目は、土曜日撮影。
  4. 夕方、ムクドリのように大集合していた。トウネズミモチの果実が食べ尽くされた。
  5. 高い鉄塔に入るため、下から見える角度が難しく、胸側は観察できていない。バーダーの間で、
　  そう呼ばれるものがいると初めて知りました。
  6. 代理投稿。葦原でホオジロと一緒にいた。
  7. 田んぼで餌を探していた。
  8. ドラミングの音が響き渡り、突然枯れ木に飛来し、十数秒で飛び去った。
  9.  地面を動き回る３羽の鳥を見つけキジ？かと思い撮影したが、少し首が短い感じに違和感を
　　持ち調べた。普段よく通うフィールドでまさかの遭遇だったので驚いている。
10. 林の中から囀りが聞こえた。
11. 昨年の 9 月 24 日、同じ場所でシマアジエクリプスの群れ 4 羽を確認している。
12. 田んぼで１羽だけいた。夏羽は冬羽とかなり異なりムネアカタヒバリかと最初思った。
13. 当地で初見。雛が 3 羽育っていた。これから見守っていきたい。
14. 田んぼの畦道で見かけた。
15. センダイムシクイと同じ場所でさえずっていました。4/14 はよくさえずっていましたが、
　　4/15 は確認出来ませんでした。
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16. かなり高いところを飛び回っていた。昨年とほぼ同じ時期の確認。
17. 4/14 は一声だけ確認。違うかなと思ったが、4/15 は良く鳴いた。遠くの林の中で姿は確認できず。
  　昨年は 4/20 だったのでコサメビタキと同じくこの時期に通過するのでしょう。
18. 昨年 4/16 にキビタキを確認した場所なので期待していたら、今年はオオルリを確認した。
      木の上を飛び回った後森の中に消えた。一度も鳴かず。
19. 囀りながら移動していた。3 か所から聞こえてきたので 3 としたが、もっといそう。写真は
      翌日の 4/15 に撮影したもの。4/14 より数が減った感じ。
20. 声だけの確認。垂坂公園ではおおむね例年通りの到着。昨年はほとんど姿を見られなかったので
      今年はしっかり観察したい。
21. すぐ飛ばれて写真はなし。昨年は 4/22 初認だったのでこちらもほぼ同時期。
22. 昨年、一昨年と同じ個体の推定オオアカハラが今年も来た。昨年は 4/2 が初認ですのでやや遅れ気味。
      目の周りの白い部分（写真 1）と首の後ろの白い線（写真 2）が特徴的でわかりやすい個体。

アカハラ：今西 純一（写真１） アカハラ：今西 純一（写真２）

オオアカゲラ：渡邊 文孝

キレンジャク：岡崎 かおり
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ウズラ：濱屋 勝則

シマアジ：中西 航太郎

コホウアカ：星野 綾子

アオシギ：西村 四郎



- 15 - しろちどり 121 号 (2024)

オオルリ：今西 純一 タヒバリ：沢本 浩志

ハヤブサ：岡崎 かおり

トラツグミ：沢本 浩志ヒレンジャク：岡崎 かおり

ケリ：沢本 浩志
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探鳥会予告　2024 年 6 月～ 9 月

● 6 月 1 日 ( 土 )　音無山探鳥会
集　合 / 9:00 音無山駐車場
● 6 月 1 日 ( 土 )　御在所岳探鳥会
集　合 / 9:15 御在所ロープウェイ 湯の山温泉駅
● 6 月 8 日 ( 土 ) ～ 9 日 ( 日 )　

【会員限定】ひるがの高原・普正寺の森宿泊探鳥会　雨天決行！
● 6 月 15 日 ( 土 )　三滝川かんさつ会　小雨決行！
集 合 / 9:30 大羽根グランド駐車場
● 6 月 16 日 ( 日 )　霊山寺探鳥会　少雨決行！
集 合 / 8:30 JR 関西線 新堂駅南口駐車場
　　　　　　　　　　（北伊勢上野信用金庫前）
● 6 月 16 日 ( 日 )　

【会員限定】2024 年度　日本野鳥の会三重　総会
集 合 /13:30　三重県教育文化会館　第 2 会議室
● 6 月 23 日 ( 日 )　木曽岬干拓地探鳥会　雨天決行！    
集 合 / 9:00 愛知県弥富野鳥園
● 7 月 7 日 ( 日 )　足見川探鳥会　少雨決行！
集 合 /10:00　山田町足見川「きたがわ橋」前

● 7 月 28 日 ( 日 )　木曽岬干拓地探鳥会　雨天決行！  
詳細は 6 月 23 日と同じ
● 8 月 25 日 ( 日 )　木曽岬干拓地探鳥会　雨天決行！
詳細は 6 月 23 日と同じ
● 8 月 31 日 ( 土 )　鈴鹿川派川探鳥会　少雨決行！
集 合 /10:00　鈴鹿川派川河口右岸ポンプ場前
● 9 月 7 日 ( 土 )　五主探鳥会　少雨決行！
集 合 /13:30　雲出川右岸堤防河口　五主海岸コーナー
● 9 月 10 日 ( 火 )　海蔵川で鳥見 ing!（バードウオッ
チング）その 2　小雨決行！
集 合 / 9:45 海蔵川代官橋 北詰
● 9 月 22 日 ( 日 )　木曽岬干拓地探鳥会　雨天決行！   
詳細は 6 月 23 日と同じ
● 9 月 23 日 ( 月・祝 )　庭田山タカの渡り探鳥会
集 合 /10:00　庭田山頂公園駐車場
● 9 月 28 日 ( 土 )　三滝川かんさつ会　小雨決行！
詳細は 6 月 15 日と同じ

おしらせ　総会を開きます。
会員の皆様ご参加ください
2024 年度　日本野鳥の会三重　総会　
6 月 16 日（日曜日）13:30 ～ 16:30 頃（開場 13:00）
三重県教育文化会館　第二会議室

三重県津市桜橋 2-142  ( 津駅から徒歩 5 分 )
駐車場（無料）はありますが、他の行事と重なる場合があります。
満車の場合は津駅駐車場（市営アスト駐車場＝有料）をご利用ください。

（事務局）

五主海岸
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理事会報告

　2024/3/24 　安濃中公民館
出席：5 名　欠席委任：5 名、欠席委任（重要事項を除く）：1 名、欠席：1 名

協議事項
1）	 会計報告、予算、中西から提案があり、論議した。　中西からメールを理事に回し、
	 LINE で採決するとした。
2）	 総会の準備　6 月 16 日開催　教文会館を予定　
	 野鳥講座　A 案：B 案を検討し、講師に打診することにした。
3）	 業務保険について（カワウ、ガンカモ）
	 主調査員以外の調査員をどうするか？
	 保険会社に保険の範囲について問いあわせることとした。

報告事項
1)	 今後の理事への正式な開催通知：今後はメーリングリストを使って行う。
2）	 宿泊探鳥会： 19 名申し込み、開催可となると思われる。
3）	 チュウヒサミット：進んでいない。愛知県支部の体制不明。
	 開催地未定　愛知または四日市　11 月第 3 土曜日を予定　　　経費：未定
4）	 ホームページでの探鳥会の中止案内等：部分的に行っている。　
	 中止の連絡は三曽田に連絡する。三曽田は速やかに HP、ツイッターでアナウンスする。
5）	 ホームページの改変
	 HP 改変について、三曽田から説明があった。新しいシステムで構築中。
	 HP 上での電話番号は今後開示しない。
6）	 カワウ調査　報告　18 日にメールで報告
	 2024 年度の契約　＝おそらく年 3 回になるであろう。
7）	 ガンカモ調査
9）	 伊勢でのフクロウの繁殖保護　巣立ちの瞬間をテレビで流れた。
10）	 サシバサミット＝（フィリピン）笹間が参加　ポスター発表
11）	 ツバメの営巣調査　およぎ繁殖保護表彰 
13）	 五主海岸、表示板について　三曽田がデザインを担当
14）	 四日市　鹿島宅事務所閉鎖　古いもの　処分
15）	 今井冊子の件、　進んでいない。連休頃検討し、理事会にかける。

チュウヒサミットを開催します。
　チュウヒサミットは全国でチュウヒの調査に参加している方、チュウヒ保護に関心のある
方を集めて 2006 年から開催されています。その後、2008 年、2010 年、2017 年に開催さ
れました。以降、コロナ等があり、長らく開催されていませんでした。今回は 5 回目となり
ます。全国のチュウヒ繁殖地、越冬地、およびねぐらの状況を把握し、保護対策を練りたい
と考えています。

2024 年 11 月 16 日（土曜日）午後　開催予定
場所：未定（名古屋市内）

                                                                                                                        （保護部　近藤）
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●鈴鹿青少年の森（ダイセ－フォレストパ－ク）探鳥会　　　　
2024 年 2 月 3 日（土）10：00 ～ 12：00
鈴鹿市　ダイセ－フォレストパ－ク（鈴鹿青少年の森）
共催団体／鈴鹿市環境政策課
藤井英紀　近藤義孝　　参加者 44 名（会員 6 名）
カルガモ、キジバト、オオバン、カイツブリ、カワ
ウ、コサギ、カワセミ、コゲラ、モズ、ハシブトガ
ラス、ヒヨドリ、エナガ、メジロ、ムクドリ、ツグ
ミ、ジョウビタキ、スズメ、ハクセキレイ、カワラ
ヒワ、アオジ　計 20 種
　市役所との共同開催であり家族連れなど様々な
年齢の方が参加されました。
　近くでコゲラを見てもらえたり、カワセミを定点
観測でゆっくり見てもらえました。

●明神・神戸の里山林道探鳥会　　　　
2024 年 2 月 4 日（日）9：30 ～ 11：40
津市久居明神町　里山の林道
前田 聴　岡 八智子　　参加者 22 名（会員 15 名）
ヨシガモ、コガモ、キジバト、オオバン、カイツブ
リ、カワウ、ミサゴ、ハイタカ、オオタカ、ノス
リ、コゲラ、ハシブトガラス、ヤマガラ、シジュウ
カラ、ヒヨドリ、ウグイス ( 声 )、エナガ、メジロ、
シロハラ、ツグミ、ジョウビタキ、シメ、カワラヒ
ワ、アオジ　計 24 種
　前夜の雨も上がり、集合時間帯は薄日になり、探
鳥会終了時には絶好の鳥見日和となりました。
　探鳥コースの往路は、アオジやシメ、ツグミ、カ
ワラヒワ等、小鳥類がちらほら現れる程度でありま
したが、復路になると、太陽が出てきて暖かくなっ
たため、オオタカ、ノスリ、ハイタカ等の猛禽類も
顔を出してくれました。さらに、折り返し地点の石
神池では、いつもカモ類がいなくて寂しい想いをす
ることが多いのに、珍しく、オオバン、ヨシガモ、
コガモ、カワウ等の水鳥も姿を現してくれて、総数
24 種を観察することができました。

●五十鈴川周辺探鳥会　　雨天中止　　
2024 年 2 月 18 日（日）
伊勢市浦田町　五十鈴公園

●高松海岸探鳥会　　雨天中止　　
2024 年 2 月 23 日（金・祝）
川越町　高松海岸

　

●大淀海岸探鳥会　　
2024 年 1 月 28 日（日）9：30 ～ 11：30
多気郡明和町　大淀海岸周辺
中村悦子　岡本忠佳　　参加者 22 名（会員 17 名）
ヒドリガモ、アメリカヒドリ、カルガモ、マガモ、
ホシハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、キジ、キ
ジバト、オオバン、イソシギ、ユリカモメ、セグロ
カモメ、カワウ、アオサギ、ミサゴ、トビ、モズ、
ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヒバリ、ヒヨド
リ、メジロ、ツグミ、ジョウビタキ、イソヒヨドリ、
スズメ、ハクセキレイ、ビンズイ、シメ、カワラヒ
ワ、ホオジロ、アオジ、ヒメウ、ドバト　計 35 種
　いつも寒さと強風に悩まされるのですが、お天気
に恵まれました。人気者ヒメウに加えてアメリカヒ
ドリが 1 羽いて、参加者は釘付けでした。
　海岸のシギ、チドリは残念ながらいませんでした
が、22 名の参加者と 35 種出てくれて良かったと思
います。
　

●北勢中央公園探鳥会　　積雪中止
2024 年 1 月 27 日（土）
四日市市 北勢中央公園
鈴木健真　矢田栄史　　参加者 3 名（会員 3 名）
ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、ハシビロガモ、オ
ナガガモ、コガモ、ホシハジロ、ミコアイサ、カイ
ツブリ、キジバト、カワウ、アオサギ、コゲラ、ハ
シボソガラス、ハシブトガラス、シジュウカラ、ヒ
ヨドリ、エナガ、メジロ、シロハラ、ツグミ、ジョ
ウビタキ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、ベニマ
シコ、ホオジロ、アオジ　計 27 種
　当日は積雪のため中止となりましたが、リー
ダー、サブリーダーで園内を一周しました。
　山側の池は水量が非常に少なく、いつものハシビ
ロガモの姿がほとんどありませんでした。それでも
ミコアイサや、ここでは少し珍しいオナガガモの姿
が見られました。
　冬鳥のほうは、ジョウビタキは遠くから声がする
のみ。ツグミも声のみで姿は見られませんでした。
見られたのはシロハラとアオジだけで、こちらも全
体的な数が少なそうでした。

探鳥会報告（2024 年 1 月～ 2024 年 3 月）



- 19 - しろちどり 121 号 (2024)

●身近な冬鳥を観察しよう　 
2024 年 3 月 2 日（土）9：30 ～ 11：15
津市一身田上津部田・高洲町　三重県総合博物館・
安濃川河口右岸 
共催団体／三重県総合博物館・三重県環境学習情報センター
平井正志　木村京子　稲垣玲弥　参加者 23 名（会
員 3 名）
マガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、
ホオジロガモ、ウミアイサ、カイツブリ、カンムリ
カイツブリ、カワウ、オオバン、ケリ、ミヤコドリ、
ユリカモメ、セグロカモメ、ミサゴ、ハシボソガラ
ス、ツグミ　計 17 種
　博物館内でカモ類、カモメ類、ミサゴなどの剥製
でそれぞれの鳥とその体の造りを説明した後、安濃
川河口で観察した。沖合の砂州にはセグロカモメ、
ミヤコドリ、カワウなどが見られ、河口内ではウミ
アイサ、ホオジロガモなどが見られた。
　終わり頃にミサゴが上空に現れたが、陸の方に飛
び去り、お目当てのダイビングは見られなかった。
　初心者がほとんどで、ほぼ満足していただけたと
思う。晴天ではあったが、低温で風が強く、子供達
も多いことから、早めに切り上げた。

●石垣池探鳥会　
2024 年 3 月 3 日（日）10：00 ～ 12：00
鈴鹿市石垣 3 丁目　石垣池
笹間俊秋　藤井英紀　参加者 16 名（会員 6 名）
ハシビロガモ、ヒドリガモ、カルガモ、マガモ、オ
ナガガモ、コガモ、ミコアイサ、キジバト、オオバ
ン、カンムリカイツブリ、カワウ、アオサギ、ノス
リ、カワセミ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、
ヒヨドリ、メジロ、ツグミ、ジョウビタキ、ハクセ
キレイ、カワラヒワ　計 22 種
　良く晴れていましたが、風が冷たく感じる日でし
た。カモは 7 種類いましたが、いつもより少なめで
した。ノスリがカモのところに降りようとしました
が、カラスに追いかけられて逃げていきました。そ
の後、カワセミ 2 羽が近くで漁をしてくれたので、
皆さん喜んで観察されていました。
　
●海蔵川で鳥見 ing!( バードウオッチング ) その 4　　
雨天中止
2024 年 3 月 12 日（火）
四日市市西坂部町　海蔵川沿い
　

●御代橋カモ類探鳥会　　
2024 年 2 月 25 日（日）9：30 ～ 10：30
伊賀市御代地内 柘植川周辺　
前澤昭彦　南 一朗　参加者 4 名（会員 2 名）
オカヨシガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、コガモ、カ
イツブリ、カワウ、アオサギ、ダイサギ、オオバ
ン、トビ、カワセミ、ハシボソガラス、シジュウカ
ラ、ツバメ、エナガ、ムクドリ、ジョウビタキ、シ
メ　計 18 種
　伊賀地区での探鳥会、今回も雨でした。23 年度 4
回とも雨でした。しかし今回は中止にはしませんで
した。御代地区の集会所の和室の窓から、すぐ横を
流れる柘植川の川面を観察しました。まるで石川県
の片野鴨池観察館のようです。繁殖期を迎え、ディ
スプレイに余念のないコガモ、ヒドリガモ、オカヨ
シガモ、ヨシガモなどのカモ類を中心に観察しまし
た。その後、DGM モリの新堂ヤードの図書館へ移
動し、鳥の本を閲覧。川上和人さんの鳥の骨格図鑑
はなかなか面白かったです。

●木曽岬干拓地探鳥会　　
2024 年 2 月 25 日（日）9：00 ～ 12：00
愛知県弥富市 鍋田干拓地・木曽岬干拓地
共催団体／愛知県野鳥保護連絡協議会
近藤義孝　笹間俊秋　　参加者 12 名（会員 12 名）
オカヨシガモ (15)、マガモ (10)、カルガモ (35)、ハ
シビロガモ (15)、コガモ (10)、ホシハジロ (40)、キ
ンクロハジロ (45)、カンムリカイツブリ (2)、キジ
バト (6)、カワウ (30)、アオサギ (2)、オオバン (10)、
タゲリ (9)、ケリ (8)、クサシギ (3)、イソシギ (2)、ミ
サゴ (2)、トビ (5)、モズ (2)、ハシボソガラス (40)、
ハシブトガラス (50)、ヒバリ (10)、ヒヨドリ (10)、
メジロ (55)、ムクドリ (500)、ツグミ (300)、ジョウ
ビタキ (2)、スズメ (250)、ハクセキレイ (25)、セグ
ロセキレイ (2)、タヒバリ (3)、カワラヒワ (50)、ホ
オジロ (6)、アオジ (1)、ドバト (50)　　計 35 種
　朝から雨が降り肌寒い日でしたが、12 人の方に
参加していただきました。鍋田干拓では、田んぼに
たくさんのツグミが集結していました。また、木に
メジロが 55 羽も集まっていました。そして早くも
ヒバリの囀りが聞えています。あいにくの雨のため
殆んど猛禽類は飛ばず、先月より鳥の種類も少な
かったです。
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●阪内川探鳥会　　
2024 年 3 月 16 日（土）9：30 ～ 11：00
多松阪市外五曲町 親水公園ちびっこ広場周辺　
中村真理子　西村四郎　参加者 27 名（会員 19 名）
ハシビロガモ、オカヨシガモ、ヒドリガモ、カルガ
モ、マガモ、コガモ、キンクロハジロ、キジバト、
バン、オオバン、カイツブリ、ユリカモメ、カワ
ウ、アオサギ、コサギ、トビ、コゲラ、ハヤブサ、
モズ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヒバリ、ヒ
ヨドリ、ツバメ、ウグイス、メジロ、ツグミ、ジョウ
ビタキ、イソヒヨドリ、スズメ、キセキレイ、ハクセ
キレイ、シメ、イカル、カワラヒワ、アオジ  計 36 種
　サブリーダーが当初の担当から変更になりまし
た。少し風はありましたが晴天に恵まれ、たくさん
の方にご参加いただきました。まずはユリカモメ軍
団を間近に観察。全部同じに見えるユリカモメの成
鳥と幼鳥の違いを楽しくお勉強。茂みから出てくる
アオジや枝にとまるイカル、シメ、ジョウビタキ、
岸辺で休むカモなどを観察。最後に鉄塔で休むハヤ
ブサを見て解散としました。フィールドが狭いため
先頭と最後尾では見られる鳥に違いがあったと思
いますが 36 種を確認できました。

●宮リバー公園探鳥会　　雨天中止
2024 年 3 月 23 日（土）
度会郡度会町　宮リバー度会パーク

●三滝川かんさつ会　　　雨天中止　
2024 年 3 月 23 日（土）
三重郡菰野町　三滝川河川敷

●木曽岬干拓地探鳥会　
2024 年 3 月 24 日（日）9：00 ～ 12：00
愛知県弥富市 鍋田干拓地・木曽岬干拓地
共催団体／愛知県野鳥保護連絡協議会
近藤義孝　参加者 6 名（会員 6 名）
キジ (2)、オカヨシガモ (24)、マガモ (23)、カルガ
モ (36)、ハシビロガモ (26)、コガモ (31)、ホシハジ
ロ (95)、キンクロハジロ (88)、カイツブリ (1)、カン
ムリカイツブリ (1)、キジバト (6)、カワウ (10)、ア
オサギ (19)、オオバン (1)、ケリ (6)、タシギ (2)、ク
サシギ (2)、イソシギ (1)、カワセミ (1)、コゲラ (1)、
モズ (1)、ハシボソガラス (10)、ハシブトガラス (3)、
ヒバリ (5)、ヒヨドリ (20)、ウグイス (3)、ムクドリ
(26)、ツグミ (150)、ジョウビタキ (2)、スズメ (51)、
ハクセキレイ (6)、セグロセキレイ (1)、タヒバリ (7)、
カワラヒワ (2)、ホオジロ (17)、ホオアカ (5)、アオ
ジ (1)、オオジュリン (2)、ドバト (75)　計 39 種

　先月と同じように雨が降っていました。
今月は猛禽類が全く観察できませんでしたが、ホオ
アカを観察できました。

編集後記

　前号の表紙は真面目に手で ( 液晶タブレット )
で描いていたのですが、実は流行りの画像生成
AI で描けないものかと試行錯誤していました。
結果はまだダメ。鳥自体は日本の鳥を知らない
らしく、指定しても海外の種を描くので早々に
断念。せめて背景ぐらいはと思って、描く以上
に時間をかけていくつかのサービスで試したの
ですが、思ったような絵は描いてくれません。
　その中でも少しは思った絵を描いてくれたの
が「にじジャーニー（niji・journey）」というサー
ビス。以下はその試作品。左下は 115 号の表紙
の素材にした写真を与えて描かせたもの。この
サービスはアニメ調のイラストが得意なので指
示していないのに女の子がビックリな所に！？　
オオタカも違うし・・・、でも右下のようなの
は上手ですね。	 (A.M.)


